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令和７年３月６日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立神奈川工業高等学校（全日制）  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 

４年間の目標 

（令和６年度 

   策定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（11月 15 日実施） 

総合評価（３月６日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善方策

等 
成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①工業に関する専門

教科・科目を中心

に、目的別学習活動

コンソーシアムの推

進を図り、産業界等

との連携による実践

的・体験的学習を推

進する。 

 

②グローバルコミュ

ニケーション能力育

成を通し、世界の伝

統や歴史を学びなが

ら、日本の工業技術

について興味・関心

を高める。 

 

③創造的な問題解決

力を育成するため、

探究的な学習プログ

ラムの充実を図り、

生徒が主体となっ

て、問題解決に取り

組む姿勢を育成す

る。 

 

①神工 STEAM 教

育の実践・推進

に向け、新教育

課程に即した指

導と評価の計画

の作成を行うと

共に、大学等や

企業との連携の

充実を図る。 

 

②英語教育とし

て、各教科にお

いてグローバル

教育を意識した

取組を展開し、

生徒の視野を広

げる。 

 

③企業や大学と連

携し、課題発見・

解決の取組みのフ

ィードバックを通

し、指導方法のさ

らなる充実を図

る。 

 

①目的別学習活

動コンソーシア

ムの推進に向け

連携する企業等

と目指す人材育

成のための支援

内容・カリキュ

ラムの策定及び

充実を進める。 

 

②１・２年生に

対する実用英語

技能検定試験の

全員受験を実施

し、本校の英語

力を把握する。

また、英語力の

向上のために教

科内外の指導法

を工夫する。 

 

③2 学年全体で

ReBaLe を用いた

問題発見・解決

プロセスを取り

入れた授業を展

開する。 

 

①神工 STEAM 教

育の組織図を作

成し、教員研修

が実施できた

か。また、目的

別学習活動コン

ソーシアムの充

実が図れたか。 

 

 

②グローバル教

育について、校

内で取り組みが

できたか。ま

た、教員研修が

実施できたか。 

 

 

 

 

③課題研究の内

容に課題の発見

のしかたや解決

プロセスについ

ての学習を組み

込むことができ

たか。 

 

①STEAM 教育を発

展させる高等学校

DX 加速化推進事業

の組織図を作成

し、理数科目 2 科

目の新設を図れ

た。 

 

 

 

②英検合格に向け

て英語力の向上に

努めている。 

 

 

 

③ReBaLe の校内マ

ニュアルの更新を

行い、より授業を

円滑に進める手順

を整理することが

できた。 

 

①コンソーシア

ムまたは類似の

授業を全ての小

学科で実施した

ので、内容の拡

充が今後の課題

である。 

 

 

 

②今年度の受験

結果がまとまっ

たところで改善

策を検討する。 

 

 

③更新したマニ

ュアルを使用し

て不具合などの

確認を行い、さ

らなる改善に取

り組む。 

 

募集定員を満たすのは、

御校の取り組みが素晴ら

しいからだと思います。 

いつも資料送付ありがと

うございます。教育改善

に協力できることがあり

ましたらご相談くださ

い。今後とも宜しくお願

い致します。 

 

 

神工祭での課題研究の電

気科中間発表会におい

て、生徒の皆さん、これ

まで学校で学んできた知

識・技能を発展させ、そ

れぞれチャレンジングな

課題に挑んでいることが

よくわかるものでした。

また、神工祭の展示を見

て回りましたが、どの学

科のものも技術レベルの

高さが感じられる展示に

驚きました。 

 

①DX 加速化推進事業の一環と

して、理数科目 2 科目の新設

を行い、令和７年度入学生か

ら実施することとした。コン

ソーシアムまたは類似の授業

を全ての小学科で実施でき

た。 

 

 

②２級の１次試験合格者は、

昨年度・一昨年度よりも増え

たが、３級の１次試験合格者

は昨年度・一昨年度よりも減

ってしまった。本校生徒の英

語力の底上げが必要であると

感じる。 

 

 

 

 

③更新したマニュアルで行っ

た授業を通じて、円滑に授業

を展開することができた。ま

た 3 年次の課題研究への引継

ぎを行うことができた。 

 

①さらなる DX 加速化推進事業

の充実のため、情報をどのよう

に学習させるか、学校全体で検

討する。 

 

 

 

 

 

②英検の受験は、あくまでも本

校生徒の英語力の定点観測が目

的である。なので、英検合格の

ための補習を実施するというよ

りは、本校の英語教育自体の見

直し（カリキュラムや習熟度別

授業など）が必要であると考え

られる。 

 

 

 

③改善が必要な手順や文章を整

理し、連携先の大学・企業にフ

ィードバックを行い、継続的に

検証と改善に取り組む。 

２ 
(幼児・児童・) 

生徒指導・支援 

①多様性を理解し、

来たる国際社会の一

員として活躍できる

リーダーシップや協

働意識を養い、生徒

の人間性の育成を図

る。 

 

 

 

 

 

 

①自他の違いを

理解し他人を尊

重できる人格・

社会生活の考え

方を育てる。 

 
①学習活動や学

校生活等で仲間

を尊重し合い、

安心安全な学校

生活を保障でき

るよう、個に応

じた支援体制を

充実させる。  

 

 

①専門機関と連

携し、個に合っ

た教育環境の整

備を目指す。 

 

①３年間を見通

した講演会の配

置を行う。 

 

①計画的な基本

的生活習慣指導

の実践を行う。 

 

①専門機関と連

携して適切な支

援を提供するこ

とができたか。 
 

①効果的に講演

会を実施できた

か。 

 

①登校指導・服

装指導を計画的

かつ継続して実

施できたか。 

①サポートドック

によるアンケート

などからSCと連携

して、適切な支援

策を提案すること

ができた。 

 

①各学年に合わせ

た講演実施ができ

た。 

 

①学期始めに立ち

番を実施し、声掛

けして服装指導を

実施できた。 

①アンケートの

みならず相談し

やすい機会や環

境、体制を整備

することが今後

の課題である。 

 

①時代や生徒に

合わせて内容の

検討を今後も継

続 し て 実 施 す

る。 

①職員の統一見

解を徹底し、一

貫した指導を目

指す。 

生徒一人ひとりに向き合

った指導でとても良い思

いますがやはり全ての生

徒には難しいと思いま

す。かながわ子どもサポ

ートドックの実施はじめ

生徒支援においてきめの

細かい取組をされている

と存じます。スクールカ

ウンセラー等との連携を

ふくめ今後さらなる相談

体制および予防・早期発

見的な支援の充実に向か

われているものと拝察い

たします。 

①サポートドックによるアン

ケートから生徒たちの困りご

とを早期発見し、速やかに連

携や支援することができた。 

 

①講演会のアンケート結果か

ら「非常に役に立った」、「新

たな学びがあった」という声

が多く、良い講演会が実施で

きた。 

 

①生徒会役員と制服に関する

規則改定において協議し、生

徒の意見を取り入れることが

できた。 

①生徒が相談できる窓口の周知

や多くの教員の見守りにより多

角的な支援ができる体制を作

る。 

 

 

①生徒の成長を考えて講演会の

内容や講演者の検討をしてい

く。 

 

 

①目安箱を通じて教員と生徒と

の協議を増やし、生徒が主体と

なって学校づくりや環境整備に

係る機会を増やす必要がある。 

 



 

 視点 

４年間の目標 

（令和６年度 

   策定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（11月 15 日実施） 

総合評価（３月６日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善方策

等 
成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒のキャリア発

達を、正しい勤労観

や職業観に基づく進

学する意味や就職す

る意味について、十

分に理解した段階ま

で引き上げる。 

 

②保護者に対して、

本校が定義している

正しい勤労観や職業

観について、理解し

てもらうようにす

る。 

①生徒のキャリ

ア発達の成長を

促す。 

 

 

②生徒のキャリ

ア発達の醸成を

家庭からも促す

体制を整えて、

家庭と学校が連

携して生徒のキ

ャリア発達を支

援していけるよ

うにする。 

 

 

②小中学校から

引き継いだキャ

リアパスポート

について、効果

的な活用方法を

検討する。 

 

①１・２年生向

けに３回の進路

セミナー、３年

生向けハローワ

ーク主催の就職

ガイダンスを実

施する。 

 

①校外学習や施

設見学を本校の

特色に合った場

所にする。 

 

②保護者対象の

進路セミナーを

定着させる。 

 

②本校独自のキ

ャリアパスポー

トへ移行する方

法の検討 

①１・２年生向

け進路セミナー

が実施できた

か。また３年生

に対して就職ガ

イダンスを実施

できたか。 

 

①校外学習や施

設見学の検討・

変更できたか。 

 

②保護者対象進

路セミナーを実

施できたか。 

 

②本校独自のキ

ャリアパスポー

トへスムーズに

移行できたか。 

 

①１・２年生向け

進路セミナーを７

月に計画通り実施

することができ

た。また、３年生

向け就職ガイダン

スを、ハローワー

クの上部組織であ

る厚生労働省と連

携して実施するこ

とができた。 

①２年校外学習

を、国際教育に特

化した場所への実

施とした。 

②保護者対象進路

セミナーを実施す

ることができた。 

②本校独自のキャ

リアパスポートへ

移行する方法を検

討した。 

①１・２年生に

ついては今後も

計画通り実施す

る。３年生につ

いてはさらなる

検討を進める。 

②１年生の校外

学 習 に つ い て

も、本校の特色

に沿った場所へ

の実施となるよ

うに検討する。 

②今後は１年生

～３年生保護者

対象の企業見学

等を計画する必

要がある。 

②今後も引き続

き、本校独自の

キャリアパスポ

ートへの移行方

法を検討する必

要がある。 

進路実績が充実してい

る。 

中学校の教育活動へ取り

入れられる学校方針や取

組を参考にさせて頂こと

思っています。 

 

 

朝 か ら 部活 動 （野 球

部？）の生徒さんが地域

のゴミ拾いをしてくれて

いる姿を見て、学校は地

域を大切にしていること

が伝わってきます。 

もちろん、自主的に取り

組んでいる生徒自身の気

持ちが最大の要因だと思

いますが。ありがとうご

ざいます。 

①１・２年生向け年３回の進

路セミナーを実施できた。 

また、３年生向け就職ガイダ

ンスをハローワーク横浜及び

厚生労働省と連携して実施す

ることができた。 

 

①２年生の校外学習について

は、来年度以降も本校の国際

教育に特化した場所として、

TGG（Tokyo Global Gateway）

で行う予定である。 

 

②保護者対象進路セミナーを

３月に実施する事ができた。

昨年度よりも 8社多い 20社を

招いて実施した。 

 

②中学校までのキャリアパス

ポートを本校独自のキャリア

パスポートに移行する方法を

検討した。 

①就職ガイダンスの他に、進学

ガイダンス（本校の場合は、一

般選抜での受験者はあまりいな

いので、まずは、学校推薦型選

抜・総合型選抜のガイダンスを

検討する）を企画する必要ある

と考えられる。 

①１年生の校外学習について

も、本校の特色に沿った場所へ

の校外学習となるように検討す

る必要がある。 

 

②今後は、保護者対象の企業見

学会等も実施する必要があると

考えられる。 

 

②キャリアパスポートについて

は、今後も引き続きその移行方

法や運用方法を検討する必要が

ある。 

４ 地域等との協働 

①各種連携や地域と

の協働を通した生徒

の創造的な問題解決

力を養う。 

 

 

 

②専門高校の教育内

容や理工系進路にお

いての他学科に対す

る有意性を地域や中

学生に広報する。 

①目的別学習活

動コンソーシア

ム等を活かした

地域連携型課題

研究の実施。 

 

 

②中学生とその

保護者に向けて

本校の取組みを

発信し、専門高

校のイメージ向

上を図る。 

①「かながわ

P-TEH」や「宝

塚大学連携事

業」等を活用し

た課題研究の実

施。 

 

②YouTub や SNS

を活用し、中学

生や地域に本校

の魅力を伝え

る。 

 

①地域連携型課

題研究の実施が

できたか。 

 

 

②SNS の更新が

円滑にできる環

境を整備するこ

とができたか。 

①「かながわ P-

TECH」や「宝塚大

学連携事業」等を

活用した課題研究

を実施できた。 

 

②YouTubeやSNSで

の広報をはじめ、

今年度も中学女子

限定の体験教室な

ど特色ある企画を

実施できた。 

①中身の充実を

図 る 必 要 が あ

る。 

 

 

 

②教員補助者の

方にも SNS の更

新作業をサポー

トしてもらい、

教員の業務負担

を減らす工夫を

する。 

中学生女子限定の体験教

室の企画を興味深く拝見

しました。 

御校の発展のみならず社

会・地域課題への貢献と

いう点でも意義ある取組

と存じます。 

御校の積極的な取組に敬

意を表しますとともに今

後さらなる発展を期待し

ております。 

①「かながわ P-TECH コンソー

シアム」「次世代モビリティ

エンジニア育成コンソーシア

ム」や「宝塚大学高大連携事

業」を活用した地域連携型の

課題研究を実施する事ができ

た。 

 

②引き続き、YoutubeやSNSで

の情報発信をしていく。また

女子限定の体験講座のアンケ

ートでは「進路選択の参考に

なった」という回答を得た。 

①今後は、他の小学科への広が

りと、さらなる内容の充実を図

る必要がある。 

 

 

 

 

 

②より広範な周知と支援を得る

ため、文部科学省の女子向け企

画である「理工チャレンジ」と

の連携を検討していく。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①専門高校として必

要な課題解決力や協

働的な学びの推進の

ために校内学習環境

の充実を図る。 

 

②生徒と向き合う時

間を確保するため

に、効率的な学校運

営と業務の最適化を

図る。 

 

①ICT 機器を校内

どこでも利用で

きる環境を構築

し STEAM 教育推

進に貢献する。 

 

②会計担当職員

がその伝票処理

に費やす時間は

計り知れない。

担当職員の業務

負 担 を 改 善 す

る。 

 

①生徒用 BYOD 端

末の導入を整備し

office ｿﾌﾄの利用

や ICT 機器活用の

ｻﾎﾟｰﾄを行う。 

 

②起票から決裁後

の伝票処理にかけ

てその流れを標準

化し簡素化する。 

①ICT 機器使用

に関する研修を

適宜行っている

か。 

 

 

②会計業務を業

務ｱｼｽﾀﾝﾄによる

代行業務として

簡素化すること

ができたか。 

①ICT 機器使用に

関する全体研修、

または個別での対

応を行い、全職員

が ICT 機器の使用

に関する技術を身

につけた。 

 

②入力及び伝票ﾁｪ

ｯｸについて業務ｱｼ

ｽﾀﾝﾄを活用するこ

とで修正処理業務

を削減し、教員の

業務負担軽減を達

成できた。 

①職員移動に伴

う ICT 機器の入

替え、OS のｱｯﾌﾟ

ﾃﾞｰﾄ対応など機

材の管理、円滑

迅速な対応が今

後望まれる。 

 

②新たに今年度

からｽﾀｰﾄしたｼｽﾃ

ﾑのため、業務効

率化が見込まれ

る部分は更なる

改善を図り対応

していきたい。 

教室や実習室などの施設

について必要な設備が整

備・充実している。 

 

一部の教職員への負担集

中については，質のよい

教育を継続する上で重要

と思いますので，報告に

あるとおり分散化し，教

職員の適材適所を考慮し

ながらご対応がよいかと

思います． 

いつもありがとうござい

ます。 

①校内 ICT 機器の充実、生徒

用端末導入に関する整備を行

い STEAM 教育推進に向け貢献

できた。校内 ICT 機器の保守

管理に関して円滑な対応がで

きるよう今後検討したい。 

 

②会計担当職員の伝票処理に

係る業務作業負担を標準化し

改善することができた。次年

度以降、担当する職員が変わ

っても継続して対応できる体

制を構築したい。 

①消耗品等の台帳管理、在庫管

理を行い ICT 機器の保守管理に

努める。 

 

 

 

 

②会計担当職員の定期的な研修

等を実施することに加え、フォ

ーマット等の改善も検討し更な

る業務効率アップを目指す。 

 


